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関西国際空港は、今、さらなる飛躍に向けて新たなスタートラインに立とうとしている。

航空を取り巻く国内外の社会経済環境が厳しさを増す中、昨年、我が国においては、政権の交代を機に、航空・空港政策の総点検がなされ、我が国の成長戦略について、熱い議論が交わされた。

そのスピード感と従来の殻を破ろうとする試みはこれまでにないものであり、関西国際空港が「首都圏空港と並ぶ国際拠点空港」としてその地位を確立できるよう、今後、地元も一致協力しその実現を目指さなければならない。

関西国際空港は、ここ数年、世界的な不況の影響などにより、就航便数や旅客数が減少傾向にあったが、中国を中心とするアジア経済の回復や昨年秋に我々促進協が関西国際空港株式会社と連携し緊急に実施した着陸料等の戦略的インセンティブなどが功を奏し、好転しつつある。

また、先に取りまとめられた「国土交通省成長戦略」では、長年の懸案である関西国際空港株式会社の巨額の有利子負債について、バランスシート改善の方向性が示されたほか、アジアの貨物ハブとしての機能強化やローコストキャリアの誘致が明記されるなど、一定の成果を得る内容となっている。

一方で、関西国際空港が我が国を代表する国際拠点空港の一つとして機能を十分に発揮していくためには、国際競争力の強化に加え、「就航ネットワークの充実」「内際乗継機能の回復」「都心との高速アクセス」をどのように確保していくのか、また、空港能力のフル活用に向けて二期事業をいかに着実に推進していくのか、など課題も多い。そして重要なことは、多額の地元負担の下で建設された関西国際空港が、バランスシートの改善等の積極的強化策を経て、関西の発展にこれまで以上に貢献できるよう、具体的スキームについて、十分な議論が必要である。

地元としても、引き続き、関係者と緊密に連携し、関西国際空港をハブとした関西の空港の活用や利用促進事業等を通じた航空需要の喚起、我が国における関西国際空港のプレゼンスの向上、関西の発展に資する関西国際空港の機能強化に全力で取り組む所存である。

以上を踏まえ、下記の点を強く要望する。

記

１　関西国際空港株式会社のバランスシート改善等を通じ、低コストで利用し易い国際競争力を備えた空港となるよう、国土交通省成長戦略で示された、関西国際空港の積極的強化方策を早急に国の施策として具体化し、関西国際空港が首都圏空港と並ぶ国際拠点空港として再生・強化するよう努めること。

その実現が図られるまでの間は、激変緩和の観点から、政府補給金又はこれと同等の効果を生む、必要な財政措置を講じること。

加えて、さらなる改善策についても多面的に検討を行うこと。

２　関西国際空港の特徴と強みを活かせるよう、内際乗継機能を含む航空ネットワークの強化、アジアの貨物ハブとしての拠点形成、観光インバウンドの受入拠点を目指したローコストキャリアの誘致やそのための環境整備など空港機能の強化に必要な措置を講じること。
また、国際線の以遠運航の拡大や外国航空会社による国内線運航など航空行政における大胆な規制緩和を行うこと。

３　関西国際空港のアクセスについて、鉄道ネットワークの強化・改善に向けた地元や関係者との検討を急ぐとともに、関空連絡橋の通行料金の恒久的低減化や海上アクセスの利用促進、高速道路のミッシングリンクの解消など、一層の利便性の向上につながる措置を講じること。
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